
02.マスジットネガラ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マスジットネガラは、マレーシアの国家モスクであり、クア

ラルンプールに位置しています。 

この建物は、マレーシアの豊かな文化と宗教的な意義を象

徴する重要なランドマークです。  

私はまず第一にマスジットネガラの建築様式に感銘を受け

ました。モスクは、イスラム建築の伝統を基にしながら、現代

的なデザインも取り入れており、その調和は非常に魅力的

でした。 

大きなドームと高く建造されたミナレットは、空に向かって

そびえ立っており、訪れる人々に壮大な印象を与えます。 

また、内部の装飾やモザイクは、非常に繊細で美しいもので

あり、まるで別世界にいるかのような感覚を味わえます。  

 

さらに、マスジットネガラには、歴史的な背景も含まれてお

り、マレーシアの独立と国家のアイデンティティに深く結び

ついています。 

このモスクは、国民にとっての精神的な拠り所であり、様々

な宗教行事やコミュニティ活動の場としても利用されてい

ます。そのため、訪れることで、ただの観光名所以上の意味

を理解することができました。  

また、このモスクは礼拝の時間になると多くの人々が集ま

るとのことで、多様な文化やバックグラウンドを持つ人々が

ここで交流し、理解を深めていく場所であるのではないか

と考えました。  

総じて、マスジットネガラは、マレーシアの文化と宗教の融

合を体現した、美しく意義深い場所だと思いました。 

ただの観光地としてではなく、深い歴史と精神的な重要性

を持った場所であることを実感しました。 

今回の研修旅行で私自身の知見や感覚が作ることができ

た建物の一つだったと思います。 

より良い理解と今後もこのような素晴らしい場所を訪れ、

学び続けたいと思います。 

 

                                小林竜太 

 


